
 

 

［成果情報名］煮豆に適する寒冷地向けの黒大豆品種「黒丸くん」 

［要約］「黒丸くん」は、東北地域における成熟期が晩生で、大粒の黒大豆で煮豆加工に適し、倒伏程

度が少なく、最下着莢節位高が高いことから機械化栽培に向いている。 

［キーワード］黒大豆、東北地域、機械化適性、大粒、煮豆加工適性 

［担当］東北農業研究センター・水田作研究領域・大豆育種グループ 

［代表連絡先］電話 0187-75-1084 

［分類］研究成果情報 

 

［背景・ねらい］ 

黒大豆は伝統的食品の黒豆煮豆などに利用されている。主な品種としては、近畿・中国地域の「丹

波黒」及び北海道地域の「いわいくろ」が挙げられる。一方、東北地域では、栽培地域が限定される

煮豆用で扁平の「黒平豆」や、主に納豆に用いられる小粒の「黒千石」等の在来種はあるものの、広

域で栽培される大粒の黒豆煮豆用の品種はない。また、これらの在来種は蔓化や病虫害に弱いなどの

欠点も抱えている。 

そこで、寒冷地向けの栽培しやすい大粒煮豆用の黒大豆品種を育成する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「黒丸くん」は、1996年、ダイズモザイクウイルス抵抗性の「ギンレイ」を母、大粒の黒大豆

系統の「刈系 529号」を父として行った人工交配から育成された品種である。 

２．東北地域における成熟期は、“やや晩”の「玉大黒」より 4、5日遅い“晩”である（表 1）。 

３．「玉大黒」に比べて、生育中は蔓化や倒伏が少なく、熟莢は弾けにくく、一番下の莢が付く位置

（最下着莢節位高）は同等に高いので、コンバイン収穫しやすいなどの機械化栽培に適している

（表 1）。 

４．「玉大黒」に比べて、百粒重がやや軽めだが、子実重も同等かそれ以上であり、しわ粒の発生が

少なく、外観品質が良い（表 1）。 

５．大粒で加工した時の光沢や色が良く、煮豆用に適している（図 1）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．栽培適地は東北地域中南部等である。 

２．山形県の一部大豆生産者で在来品種の置き換えが予定されている等、普及見込み面積は 10ha。 

３．ダイズモザイクウイルス病およびダイズシストセンチュウに対する抵抗性が十分でないので、こ

れらの病害虫が蔓延する地域での栽培は避ける。 

  



 

 

［具体的データ］ 

表 1 「黒丸くん」の主な生育特性 

 

 
図 1 「黒丸くん」の煮豆官能評価結果（2005、2006年産の平均） 

黒豆煮豆の標準品である北海道産「いわいくろ」などを標準（3点）として 1点～5点で評価。 
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発表論文等： 

１）菊池ら「黒丸くん」品種登録出願公表第 31148号（2016年 8月 31日) 

黒丸くん 交配組合せ：ギンレイ／刈系529号

長所 短所

黒丸くん 玉大黒(標準) ｽｽﾞﾕﾀｶ(比較) 黒丸くん 玉大黒(標準) ｽｽﾞﾕﾀｶ(比較)

7.28 7.26 7.31 7.31 7.28 8.02

10.22 10.18 10.17 10.27 10.22 10.22

78 99 79 85 103 87

23 25 17 25 25 19

7.3 10.2 8.1 6.4 9.2 8.2

倒伏 2.4 3.7 2.9 2.2 3.5 3.1

蔓化 0.2 1.5 0.1 0.5 1.1 0.7

青立 1.5 1.5 0.8 1.3 1.8 0.9

42.1 46.9 26.4 41.5 46.1 27.3

37.8 34.4 35.8 37.0 36.5 37.6

110 100 104 101 100 103

61.5 98.9 73.1 － － －

裂皮 0.1 0.1 1.0 0.2 0.3 1.0

しわ 2.8 3.1 0.6 1.5 2.5 0.5

4.2 5.3 4.0 3.9 5.0 4.2

粗蛋白質 42.0 43.5 39.7 42.5 43.7 41.8

粗脂肪 21.1 21.6 20.5 21.0 21.7 19.5
注1)生育中の障害、障害粒の程度　0：無、1：微、2：少、3：中、4：多、5：甚。

注2)裂莢の難易は60℃・2時間の熱風乾燥処理後の裂莢率を示す（2005、2006、2008～2011、2013年の平均）。

注3)品質　1：上上、2：上中、3：上下、4：中上、5：中中、6：中下、7：下。

注4)子実成分は近赤外分析法による乾物当たり含有率を示す（窒素蛋白質換算係数は6.25）。

最下着莢節位高（cm）

百粒重（g）

子実成分4)

含有率(%)

子実重（kg/a）

対標準比（%）

裂莢の難易（%）2)

障害粒1)

の程度1)

子実の品質3)

品種名

開花期（月日）

成熟期（月日）

主茎長（cm）

分枝数（本/株）

生育中1)

の障害1)

栽培条件 普通畑標準播 転換畑標準播

品種名

特性
１．倒伏程度が少なく、最下着莢節位高
　が高いので、機械化栽培に適する。

１．ダイズシストセンチュウ抵抗性が
　“やや弱”である。
２．ダイズモザイク病抵抗性が“中”
　である。

調査地・調査年次 東北農業研究センター（秋田県大仙市、2005～2011、2013、2014年）
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